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そ
う
と
う
し
ゅ
う

い
え
ひ
さ

て
っ
つ
う

ぎ
か
い

け
い
ざ
ん
し
ょ
う

「歯黒箱」五十嵐派 「蒔絵竹図硯箱」

◆
厨
子
棚

◆
拾
弐
手
箱

溶姫の婚礼調度
11月27日（木）～12月23日（火・祝）
会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

大乗寺の文化財
11月27日（木）～12月23日（火・祝）
会期中無休

第2展示室

　

婚
礼
調
度
と
は
、婚
礼
に
あ
た
っ
て
女
性
の
家
か
ら

嫁
ぎ
先
へ
持
参
さ
れ
た「
嫁
入
り
道
具
」の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ら
化
粧
道
具
・
文
房
具
・
遊
戯
具
な
ど
は
、蒔
絵
で

家
紋
が
散
ら
さ
れ
た
豪
華
な
装
飾
で
、意
匠
も
統
一
さ

れ
て
い
ま
し
た
。前
田
家
で
は
、徳
川
家
か
ら
の
輿
入
れ

が
多
く
、将
軍
家
か
ら
の
輿
入
れ
に
際
し
て
は
、新
し
い

御
殿（
御
守
殿
）を
新
築
し
て
、姫
君
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
紹
介
す
る
の
は
、十
三
代
藩
主
斉
泰
に
嫁
い

だ
十
一
代
将
軍
家
斉
の
二
十
一
女
・
偕
子（
溶
姫
）の
婚

礼
調
度
で
す
が
、溶
姫
を
迎
え
る
際
に
建
て
ら
れ
た
御

守
殿
門
は
、現
在
、東
京
大
学
に
あ
る「
赤
門
」と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
賀
の
古
刹
と
し
て
知
ら
れ
、曹
洞
宗
第
二
の
本
山

と
も
言
わ
れ
る
大
乗
寺
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　

金
沢
市
長
坂
の
大
乗
寺
は
、加
賀
の
守
護
富
樫
家
尚

の
創
建
で
、鎌
倉
時
代
末
、永
平
寺
よ
り
招
か
れ
た
徹
通

義
介
が
野
市（
現
在
の
野
々
市
）の
真
言
寺
院
を
禅
寺
と

し
て
開
山
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
徹
通
は
道
元
の
伝
来

し
た
数
々
の
文
化
財
を
大
乗
寺
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。

今
回
展
示
す
る『
佛
果
碧
巌
破
関
撃
節
』（
一
夜
碧
巌
集
）

や『
支
那
禅
刹
図
式
』（
寺
伝
五
山
十
刹
図
）は
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、永
光
寺
・
総
持
寺
の
開
山
で
も
あ
る
瑩
山
紹

瑾
や
明
峯
素
哲
の
時
期
に
基
礎
が
築
か
れ
、室
町
時
代

に
は
足
利
幕
府
の
祈
願
寺
と
し
て
寺
領
・
屋
敷
が
安
堵

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
一
向
一
揆
に
よ
っ
て
保
護
者
で
あ

る
富
樫
氏
を
失
い
、そ
の
一
揆
を
平
定
し
た
柴
田
勝
家
の

兵
火
に
よ
っ
て
、堂
宇
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ

の
後
、加
賀
藩
の
時
代
に
な
っ
て
復
興
さ
れ
、金
沢
木
の

新
保（
現
在
の
金
沢
市
本
町
）に
移
転
・
再
興
さ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
本
多
政
重
に
よ
り
、本
多
家
下
屋
敷
の
隣
接

地
で
あ
る
石
浦
大
乗
寺
坂（
現
在
の
本
多
町
）に
移
転
し

ま
す
。さ
ら
に
二
十
八
世
明
州
珠
心
の
時
、藩
よ
り
与
え

ら
れ
た
現
在
の
地
に
移
転
し
、今
日
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、当
館
に
一
括
寄
託
さ
れ
る
大
乗
寺
の
文
化
財

は
、古
文
書
・
絵
画
・
工
芸
の
類
な
ど
で
す
が
、今
回
は
そ

れ
ら
の
う
ち
よ
り
、重
要
文
化
財
を
は
じ
め
二
十
五
点
の

文
化
財
を
展
示
し
ま
す
。

ず
し
だ
な

ふ

し
こ

　

拾
弐
手
箱・香
盆・硯
箱
な
ど
、化
粧
道
具・香
道
具・文
房
具

を
置
き
ま
す
。厨
子
棚
は
、平
安
時
代
の
公
家
の
調
度
に
始
ま
り
、

室
町
時
代
に
黒
棚
と
と
も
に
こ
の
形
式
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。家
具
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
発
達
し
な
か
っ
た
わ

が
国
に
お
い
て
は
、数
少
な
い
伝
統
的
調
度
と
い
え
ま
す
。

　

手
箱
は
、平
安
時
代
に
貴
族
の
手
回
り
道
具
を
入
れ
た
箱
に

始
ま
り
、鎌
倉
時
代
以
降
は
、化
粧
道
具
の
み
を
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。大
円
形
の
鏡
箱（
二
合
）な
ど
十
二
合
の
箱
が
納
め

ら
れ
ま
す
。

◆
歯
黒
箱
・
渡
金
箱

　

お
歯
黒
の
道
具
を
入
れ
る
箱
で
す
。歯
黒
の
原
料
で
あ
る
附

子
粉
、銀
製
の
歯
黒
次
な
ど
が
納
め
ら
れ
ま
す
。渡
金
に
は
吉
祥

模
様
が
入
っ
て
い
ま
す
。

◆
短
冊
箱

　

短
冊
を
納
め
る
た
め
の
長
方
形
の
箱
で
す
。い
つ
で
も
短
冊

に
詩
文
が
書
け
る
よ
う
に
、懸
子
に
は
硯
・
水
滴
・
筆
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

き
ん

め
い
ほ
う
そ
て
つ

ま
さ
し
げ

み
ょ
う
し
ゅ
う
し
ゅ
う
し
ん
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坂坦道 「話」

11月27日（木）～12月23日（火・祝）
会期中無休11月27日（木）～12月23日（火・祝） 会期中無休

群像 ［彫刻］風景画の魅力
第4展示室第3・6展示室

中町力 「THE BRONX」 村田省蔵 「斑雪」

　

群
像
彫
刻
は
複
数
の
人
物･

動
物
な
ど
の
集
合･

組
み
合
わ

せ
か
ら
な
る
作
品
で
、性
格
や
姿
な
ど
が
異
な
る
モ
チ
ー
フ

同
士
が
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、テ
ー
マ
と
意
志
を
統
合
し
作
品
化
し
た
も
の
で
す
。本

館
の
群
像
彫
刻
作
品
は
、人
物
二
体
の
パ
タ
ー
ン
の
も
の
が

中
心
で
す
が
、人
と
動
物
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る「
満
州
風

景
」（
吉
田
三
郎
作
）な
ど
の
よ
う
な
作
品
が
み
え
る
ほ
か
、三

美
神
の
よ
う
に「
知
」・「
情
」・「
意
」を
、三
人
の
裸
女
で
象
徴

さ
せ
た「
和
」（
畝
村
直
久
作
）の
よ
う
な
三
人
群
像
作
品
。「
四

高
記
念
像
」（
吉
田
三
郎
作
）の
よ
う
に
、明
治･

大
正･

昭
和
の

各
時
代
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
学
生
さ
ん
三
人
の
姿
で
表
し

た
作
品
。ま
た「
山
羊
を
飼
う
老
人
」（
吉
田
三
郎
作
）の
よ
う

に
一
人
に
山
羊
二
頭
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
。更
に「
子
供
群

像
」（
吉
田
三
郎
作
）の
よ
う
に
、横
に
並
ん
だ
大
勢
の
子
供
の

身
長
の
高
低
を
棒
グ
ラ
フ
の
高
さ
に
相
当
さ
せ
、横
浜
市
の

水
道
の
今
日
ま
で
の
発
展
の
様
子
を
示
す
と
い
う
珍
し
い
作

品
も
み
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
構
成
は
、人
物
群
像
の「
群
像
の
人
々 

〜
ひ
と
び
と
・

に
ん
に
ん
〜
」。人
と
動
物
の
混
合
像
の「
人
と
動
物 

〜
物
語

と
情
景
の
中
で
〜
」。抽
象
作
品
を
も
含
め
フ
ォ
ル
ム
の
対
比

と
調
和
を
テ
ー
マ
に
す
る「
個
と
個
の
相
克
と
協
調
」。そ
し

て「
動
物
群
像 

〜
睦
ま
じ
い
情
景
〜
」で
す
。フ
ォ
ル
ム
の
融

合
と
個
性
の
調
和
を
示
す「
群
像
」の
多
彩
な
展
開
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。

　

広
大
な
景
色
や
幽
玄
な
景
色
を
目
に
し
た
と
き
、人
は「
あ

あ
っ
」と
歓
声
を
あ
げ
た
り
、吐
息
を
も
ら
し
た
り
し
ま
す
。

　

心
に
残
る
風
景
、あ
る
い
は
残
し
た
い
と
思
う
風
景
は
、ど

な
た
も
お
持
ち
の
こ
と
で
し
ょ
う
。一
人
一
人
の
心
に
刻
ま

れ
た
風
景
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が
、風
の
そ
よ
ぎ
や

匂
い
、音
を
伴
っ
て
甦
っ
て
き
ま
す
。い
つ
か
ど
こ
か
で
見
た

景
色
だ
と
感
じ
た
と
き
、そ
の
時
代
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

た
自
分
を
感
ず
る
の
で
す
。

　

風
景
画
の
魅
力
は
こ
う
し
た
情
緒
的
要
素
に
加
え
、体
験

す
る
喜
び
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。居
な
が
ら
に
し
て

旅
し
、発
見
す
る
喜
び
。見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
れ
ば
、目
に
す

る
全
て
が
も
の
珍
し
く
、ワ
ク
ワ
ク
と
あ
ち
こ
ち
を
眺
め
て

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
、旅
の
疑
似
体
験
を
味
わ
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、画
家
の
目
、つ
ま
り
、視
点
と
表
現
方
法
が
、写
生

と
は
異
な
る
風
景
画
独
特
の
魅
力
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

富
士
を
赤
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
た
北
斎
、雪
の
東
海
道

蒲
原
を
情
緒
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
広
重
、い
ず
れ
も
新
鮮
で

ハ
ッ
と
す
る
ほ
ど
驚
き
の
あ
る
表
現
で
す
。日
本
画
に
お
け

る
茫
漠
と
し
た
空
間
、油
絵
の
実
空
間
か
と
見
ま
ご
う
材
質

感
を
伴
っ
た
風
景
、画
家
た
ち
は
自
分
に
し
か
描
け
な
い
風

景
画
を
作
り
上
げ
て
来
ま
し
た
。人
は
そ
れ
ら
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、新
た
な
自
然
の
見
方
を
学
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、日
本
画
、洋
画
、水
彩
画
、素
描
、版
画

の
異
な
る
技
法
、異
な
る
絵
画
世
界
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
に

風
景
が
描
か
れ
た
か
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
本
画
と
洋
画
の
も
の
の
見
方
、空
間
表
現
の
違
い
や
、大
作

と
現
場
で
一
気
に
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
の
違
い
、そ
し
て

い
く
つ
か
の
手
順
を
経
て
制
作
さ
れ
る
版
画
と
の
違
い
な

ど
、興
味
は
な
か
な
か
に
尽
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、絵
を
旅
し
て
く
だ
さ
い
。
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せ
ん
ろ
く

む
け
い

北原千鹿 「銀飾壺」  昭和初期

　

近
現
代
工
芸
の
展
示
室
で
は
、石
川
県
立
美
術
館
の
所
蔵

品
か
ら
、選
り
す
ぐ
っ
た
優
品
を
展
示
し
ま
す
。今
回
は
展
示

作
品
の
中
か
ら
、北
原
千
鹿「
銀
飾
壺
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
さ
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
銀
製
の
壺
。

摘
み
付
の
蓋
を
頂
い
た
首
は
素
直
に
伸
び
、口
に
近
い
部
分

か
ら
肩
の
辺
り
に
取
手
が
付
き
ま
す
。胴
体
は
張
り
が
抑
え

ら
れ
、す
ん
な
り
と
し
て
、や
や
広
め
の
底
が
、地
面
に
ピ

タ
ッ
と
落
ち
着
き
ま
す
。法
隆
寺
宝
物
の
よ
う
な
、古
代
の

水
瓶
を
思
わ
せ
る
造
形
な
が
ら
、首
や
底
の
直
線
的
な
処
理

に
作
者
独
自
の
感
覚
が
う
か
が
え
ま
す
。表
面
に
は
鍛
金
と

彫
金
に
よ
っ
て
文
様
が
表
さ
れ
、鍍
金
と
漆
彩
色
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。打
ち
出
さ
れ
た
草
木
の
文
様
や
線
刻
は
、古
拙

と
も
い
え
る
素
朴
さ
を
も
ち
、朱
漆
の
鮮
や
か
な
色
彩
と
あ

い
ま
っ
て
、い
き
い
き
と
し
た
存
在
感
を
放
ち
ま
す
。

　

作
者
の
北
原
千
鹿（
一
八
八
七
〜
一
九
五
一
）は
、香
川
県

高
松
市
出
身
で
、東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）の
金

工
科
で
学
び
ま
し
た
。当
時
の
工
芸
界
の
保
守
的
な
風
潮
に

反
発
し
て
、无
型（
一
九
二
六
年
結
成
）や
工
人
社（
一
九
二
七

年
結
成
）と
い
っ
た
革
新
的
な
同
人
に
お
い
て
、中
心
と
し
て

活
動
。戦
後
は
日
展
の
審
査
員
や
参
事
を
つ
と
め
、日
本
金
工

界
を
牽
引
し
続
け
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
、た
と
え
ば
工
人
社
時
代
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る

よ
う
な
機
械
主
義
的
な
作
風
と
は
異
な
り
、草
木
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
有
機
的
な
文
様
と
、古
典
に
取
材
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
特

徴
で
す
。こ
う
し
た
作
風
は
一
九
三
一
年
頃
か
ら
と
さ
れ
て
お

り
、本
作
品
も
そ
れ
以
降
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

館蔵優品選 ―工芸―
11月27日（木）～12月23日（火・祝）
会期中無休

第5展示室

示現会展巡回金沢展
11月27日（木）～12月1日（月） 会期中無休

第7～9展示室
第67回

一陽展金沢展
12月4日（木）～7日（日） 会期中無休

第7～9展示室
創立60周年記念

　

示
現
会
は
堅
実
中
正
、清
新
な
具
象
絵
画
を
目
指
し
て
、昭
和

二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中
心
に
創
立
以
来
、（
故
）大
内
田
茂
士
、

（
故
）楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会
員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
県
支
部
は
、平
成
二
十
一
年
に
設

立
さ
れ
、多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
支
援
の
も
と
に
、翌
二
十
二

年
よ
り
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
金
沢
展
で
は
、本
年
四
月
に
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術

館
で
展
示
さ
れ
た
一
〇
二
七
点
の
中
か
ら
、本
部
基
本
作
品
六
〇
点
、

石
川
県
出
品
者
作
品
三
十
八
点
、合
計
九
十
八
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
入
場
料
／
一
般 

五
〇
〇
円（
一
〇
名
以
上
の
団
体 

四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　

 

六
十
五
歳
以
上 

四
〇
〇
円
、大
高
生 

三
〇
〇
円

　

 　
　
　
　

※

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方（
付
添
者
含
む
）、

　
　
　
　
　

 　

中
学
生
以
下 

無
料

◆
連
絡
先
／
森
脇
位
泰

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六
一―

二
二―

一
五
三
七

　

昭
和
三
十
年
七
月
に
鈴
木
信
太
郎
・
野
間
仁
根
・
高
岡
徳
太
郎
ら

を
中
心
と
し
て
、一
陽
会
は「
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も
の
の
創
造

に
勤
勉
し
、新
時
代
の
美
術
を
推
薦
せ
ん
」「
尖
鋭
な
る
未
完
成
こ

そ
推
薦
し
、前
人
未
踏
の
新
分
野
の
確
立
に
努
力
す
る
も
の
で
あ

る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
組
織
さ
れ
、本
年
で
創
立
六
十
年
を
迎

え
ま
し
た
。多
彩
な
作
品
群
を
擁
し
、抽
象
と
具
象
の
作
品
が
競
合

す
る
展
覧
会
で
す
。今
秋
、国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
創
立
六

十
周
年
記
念
一
陽
展
の
出
品
作
品
よ
り
選
抜
さ
れ
た
基
本
作
品
と

石
川
支
部
地
元
作
品
の
油
彩
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
版
画
・
彫
刻
の
八

十
七
点
を
展
観
し
ま
す
。ベ
テ
ラ
ン
作
家
の
秀
作
か
ら
尖
鋭
な
若

手
作
家
の
力
作
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
料
／
一
般 
五
〇
〇
円（
友
の
会
・
団
体 

三
〇
〇
円
） 

　
　
　
　
　

大
学
生
以
下
無
料

◆
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
副
支
部
長　

竹
田
明
男

　
　
　
　
　

野
々
市
市
長
池
六
十
七
の
六

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六―
二
四
八―

五
八
九
八
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12月10日（水）～12日（金） 会期中無休12月14日（日）～17日（水） 会期中無休

第8・9展示室
第38回 公募日創展＆
新院展選抜金沢展

第8・9展示室

12月10日（水）～14日（日） 会期中無休

二科会写真部
石川支部展

第7展示室

石川独立DO展
第24回

第26回

　

丹
羽
俊
夫
会
長
が
石
川
県
を
基
盤
と
し
て
創
立
し
、今
年
三
十

八
回
展
を
迎
え
ま
す
。

　

理
事
長
三
宅
厚
史
、副
理
事
長
今
村
文
男
を
は
じ
め
、県
内
外

か
ら
の
出
品
を
中
心
に
日
本
画
一
〇
〇
点
余
を
展
観
。ま
た
、新

院
展
選
抜
金
沢
展
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
も
多
数
展
示
致
し
ま
す
。

◆
主
な
出
品
者

　

北
出
朝
之
・
保
科
誠
・
柴
田
輝
枝
・
村
中
博
文
・
南
好
乃
・
中
村
勝

　

代
・
大
窪
昭
子
・
牛
丸
美
代
子
・
北
川
真
理
子
・
松
尾
功
一
朗
・

　

伊
藤
夏
子

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
丹
羽
俊
夫

　
　
　
　
　

金
沢
市
窪
一―

二
二
三

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六―

二
四
四―

五
九
一
六

　

石
川
独
立
は
、昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出
品
者

を
中
心
に
Ｄ
Ｏ
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。日
本
的
フ
ォ
ー
ビ
ズ

ム（
野
獣
派
）の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、自
由
で
個
性
強
烈
な
作

家
を
輩
出
し
て
い
る
事
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

◆
出
品
予
定
作
家

大
部
雅
子
・
金
子
顕
司
・
京
岡
英
樹
・
桑
野
幾
子
・
田
井
淳
・
西
又

浩
二
・
堀
一
浩
・
三
浦
賢
治
・
乙
部
久
子
・
桜
井
節
子

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
堀
一
浩

　
　
　
　
　

電
話　

〇
九
〇―

四
三
二
六―

五
八
四
九

　

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
は
、石
川
芸
術
の
一

環
と
し
て
、地
域
文
化
の
創
造
に
よ
る
中
央
展
へ
の
会
派
と
し
て

創
立
し
ま
し
た
。以
来
、銀
塩
写
真
に
よ
る
生
活
実
態
の
様
子
を

写
実
表
現
で
の
芸
術
か
ら
、時
代
の
変
化
に
伴
い
、新
し
い
デ
ジ

タ
ル
写
真
文
化
の
創
造
と
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。支
部
員

全
員
に
よ
る
日
頃
の
写
真
研
究
の
成
果
と
し
て
、本
年
二
〇
一
四

年
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
展
を
開
催
し
、幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
の
最
も
感
動
し
た
一
瞬
の
ア
ー
ト
の
一
コ

マ
ず
つ
の
成
果
を
、県
立
美
術
館
第
7
展
示
室
に
て
発
表
い
た
し

ま
す
。是
非
ご
高
覧
頂
き
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◆
連
絡
先
／
一
般
社
団
法
人　

二
科
会
写
真
部
石
川
支
部　

　
　
　
　
　

支
部
長　

工 

俊
治

　
　
　
　
　

能
美
市
大
成
町
ヘ
七
八―

一

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六
一―

五
五―

〇
九
七
二

12月20日（土）～23日（火･祝） 会期中無休

志賀町を描く美術展
金沢展

第7～9展示室

◆
入
場
無
料

◆
連
絡
先
／
志
賀
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
カ
の
一
番
地
一

　
　
　
　
　

電
話　

〇
七
六
七―

三
二―

二
九
七
〇

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
は
、志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩
り
を

添
え
る
風
景
・
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
育
ま
れ
て
き
た
伝

統
文
化
や
慣
習
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、本
町
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に　
　

す
る
目
的
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。例
年
、招
待
作
品
か
ら
一
般
作
品
ま
で
約
二
〇
〇

点
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
水
彩
画
・
版
画
な
ど
の
作
品
を
富

来
展
と
金
沢
展
の
二
会
場
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

P
R
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大阪府文化財
　 「ザビエル伝（部分）」

南蛮文化館蔵

　

高
山
右
近
は
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」に
し
ば

し
ば
登
場
し
、「
義
の
人
」と
評
さ
れ
た
そ
の
人
物
像
が
、時
代
考
証
に

基
づ
い
て
感
銘
深
く
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。本
展
は
、戦
国
時
代
か
ら

天
下
統
一
ま
で
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
右
近
の
生
涯
と
人
物

像
を
、貴
重
な
史
料
や
作
品
に
よ
っ
て
重
層
的
に
捉
え
直
す
こ
と
を
趣

旨
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。今
回
は
出
品
総
点
数
約
一
〇
〇
点
の
う

ち
、主
要
な
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
展
は
、明
春
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
ち
な
む
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。石
川
県
は
従
来
よ
り
、「
工
芸
王
国
」と
称
さ
れ
る
土
地
柄
で
す
が
、そ
の

実
力
と
魅
力
を
こ
の
機
会
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、明
治
期
か
ら
現
代
に
至

る
当
県
の
工
芸
界
を
代
表
す
る
一
二
〇
作
家
の
作
品
一
三
八
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
展
示
方
法
を
検
討
し
、何
点
か
の
作
品
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
か
ら
展
示
室
フ

ロ
ア
に
出
し
て
展
示
し
、普
段
よ
り
間
近
で
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。な
か
で
も
、見
ど
こ
ろ
の
多
い
松
田
権
六
の
代
表
作「
蓬
萊
之
棚
」は
、ケ
ー

ス
の
中
で
は
一
方
向
か
ら
し
か
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、扉
の
裏
側
な
ど
に
も
装

飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、四
方
か
ら
近
く
に
寄
っ
て
見
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、よ
り

そ
の
す
ぐ
れ
た
技
と
美
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
、初
公
開
と
な
っ
た
前
大
峰
作「
松
竹
梅
図
屏
風
」（
二
曲
一
隻
、三
点
一

組
）は
、そ
の
迫
力
に
満
ち
た
表
現
が
、晩
年
の
作
で
あ
り
な
が
ら
も
、作
者
の
力
量

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
の
秋
、お
お
む
ね
天
候
に
も
恵
ま
れ
、会

期
中
は
多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、学
校
の
団
体
鑑
賞
も
何
校
か
あ
り
、

多
く
の
若
い
人
た
ち
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷

土
の
す
ぐ
れ
た
工
芸
の
存
在
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、そ
し
て
本

展
開
催
に
あ
た
り
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
ご
所
蔵
者
並
び
に
関
係
各
位
に
対
し
、あ
ら

た
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高山右近とその時代
企画展Topics

工
芸
王
国
の
実
力
！

展
覧
会
回
顧

指　

定

作
品
名

所
蔵
者

◆
高
山
右
近
関
係

伝
・
高
山
右
近
所
用
チ
ョ
ッ
キ

伝
・
高
山
右
近
所
用
兜

高
山
右
近
書
状

高
山
右
近
書
状

高
山
右
近
書
状

茶
杓
銘
「
御
坊
へ
」
高
山
右
近
作

千
利
休
書
状

唐
物
肩
衝
茶
入 

利
休
小
肩
衝

黒
楽
茶
碗 

銘 

シ
コ
ロ
ヒ
キ 

長
次
郎
作

木
地
釣
瓶
水
指 

利
休
所
持

『
山
上
宗
二
記
』 

写
本

大
阪
城
天
守
閣

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

今
日
庵

今
日
庵

堺
市
博
物
館

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
通
信（
エ
ヴ
ォ
ラ
版
）

瑞
龍
公
御
年
表

前
田
利
家
画
像

南
蛮
屏
風

南
蛮
屏
風

救
世
主
像

草
花
蒔
絵
聖
母
子
画
像
入
聖
龕

『
ザ
ビ
エ
ル
伝
』

悲
し
み
の
聖
母
画
像

聖
母
像

聖
母
子
像

キ
リ
ス
ト
・
聖
母
子
念
持
像

京
都
外
国
語
大
学
付
属
図
書
館

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

個
人
蔵

南
蛮
文
化
館

大
阪
城
天
守
閣

東
京
大
学
総
合
図
書
館

南
蛮
文
化
館

南
蛮
文
化
館

南
蛮
文
化
館

本
行
寺

カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会

金
沢
聖
霊
修
道
院

カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教
区

南
蛮
文
化
館

上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫

当
館

永
青
文
庫

滴
翠
美
術
館

◆
茶
道
美
術

金
沢
市
文

石
川
県
文

石
川
県
文

重
文

重
文

大
阪
府
文

堺
市
文

◆
歴
史
資
料

◆
南
蛮
美
術

◆
北
陸
伝
来
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
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■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

講
義
室　
　
　
　

聴
講
無
料

■
ビ
デ
オ
上
映
会

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

近
代
工
芸
と
茶
道
具　

学
芸
専
門
員 

寺
川
和
子

ス
ポ
ー
ツ
と
美
術　
　

担
当
課
長 　

北
澤　

寛

　
日（
土
）

13　
日（
土
）

20

東
山
魁
夷 

風
景
讃
歌　
（
55
分
）

　
日（
日
）

7■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

午
後
1
時
30
分
〜　

2
Ｆ
展
示
室　
　

参
加
無
料

小
学
生
親
子
鑑
賞
講
座　

絵
の
世
界
を
旅
し
て
み
よ
う

　
日（
日
）

14

法邑利博講演会 加賀友禅ファッションショー
連続ギャラリートーク

ミュージアムレポート

　

十
月
五
日（
日
）午
後
、美
術
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、加
賀
友
禅
作
品
が
当
館
の
所

蔵
と
な
っ
て
い
る
洋
画
家
法
邑
利
博
氏

の
講
演
会
と
、歴
代
ミ
ス
加
賀
友
禅
を
モ

デ
ル
と
し
た
加
賀
友
禅
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
3
展
示
室
で
開
催
し
た
特
集
展
示「̶

加
賀
の
幻
想̶

法
邑
利
博
」

は
、洋
画
家
で
あ
り
友
禅
作
家
で
も
あ
る
法
邑
氏
の
、画
家
と
し
て
の
歩

み
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
、き
め
細
か
な
絵
肌
や
反
復
さ
れ
る
文
様
、

友
禅
の
糸
目
糊
の
技
法
を
転
化
し
た
と
思
わ
れ
る
細
い
線
な
ど
、工
芸

を
学
ん
だ
作
家
な
ら
で
は
の
作
風
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。『
水
と
油

が
溶
け
合
う
と
き
』と
題
し
た
講
演
会
で
は
、機
械
の
設
計
技
師
か
ら
友

禅
作
家
へ
と
転
じ
、同
時
に
洋
画
を
描
き
続
け
る
法
邑
氏
の
半
生
が
語

ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に
、水
と
油
、異
な
る
世
界
が
混
交
し
て
現
在
の
作

風
が
あ
る
の
だ
と
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、二
十
分
程
の
間
を
お
い
て
、加
賀
友
禅
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
、立
ち
見
も
出
る
盛
況
ぶ
り
で
、担
当
学
芸
員
の
苦

労
が
実
を
結
び
ま
し
た
。当
館
初
の
試
み
で
す
。石
川
県
無
形
文
化
財
加

賀
友
禅
技
術
保
存
会
会
員
の
作
に
な
る

美
し
い
友
禅
の
振
り
袖
を
、十
名
の
歴
代

ミ
ス
加
賀
友
禅
が
着
る
と
い
う
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。作
家
の
方
が

制
作
の
思
い
を
語
ら
れ
、そ
の
横
で
ミ
ス

加
賀
友
禅
が
艶
や
か
に
微
笑
み
、舞
台
の

上
を
行
き
つ
戻
り
つ
優
雅
に
歩
み
ま
す
。

普
段
美
術
館
で
の
着
物
作
品
は
衣
桁
に

飾
ら
れ
、平
面
と
し
て
見
ま
す
。つ
ま
り

現
代
美
術
で
い
え
ば
シ
ェ
イ
プ
ド
・
キ
ャ

ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
平
面（
絵
画
）作
品
と
し
て
鑑
賞
す
る
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、制
作
者
は

実
際
に
人
が
着
た
場
合
を
想
定
し
て
、絵
柄
や
文
様
は
顔
の
そ
ば
に
置
く
場
合
、袖
に
置
く

場
合
は
と
様
々
に
思
案
し
、見
え
方
を
工
夫
し
ま
す
。立
体
と
な
っ
た
着
物
を
前
に
十
名
の

作
家
の
方
々
は
熱
く
語
ら
れ
、予
定
の
時
間
を
軽
く
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、満

員
の
お
客
様
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。最
後
は
、歴
代
の
ミ
ス
が
客
席
に
降
り
立
ち
、拍

手
喝
采
を
浴
び
て
大
団
円
で
す
。

　

十
月
九
日（
木
）に
二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
、全
七

室
の
連
続
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
午
前
と
午
後
に
行
い

ま
し
た
。雉
香
炉
の
部
屋
か
ら
始
ま
り
、前
田
育
徳
会
尊

經
閣
文
庫
分
館
、古
美
術
展
示
室
を
経
て
、油
彩
・
彫
刻
・

工
芸
・
日
本
画
の
近
現
代
部
門
へ
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

学
芸
員
が
十
分
ほ
ど
の
持
ち
時
間
で
作
品
解
説
を
し
て

回
り
ま
す
。最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
聞
き
い
た
だ
い
た

熱
心
な
方
々
も
何
人
か
見
え
、大
変
あ
り
が
た
く
感
じ

た
次
第
で
し
た
。

十
二
月
の
行
事
予
定
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前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

新春を寿ぐ

新春優品選 香りをかざる・
茶をたのしむ 新春優品選

新春を寿ぐ
―茶道美術を中心に―

墨の美［書］

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：平成27年１月４日（日）～
                               ２月８日（日）

12月の休館日
24日（水）～31日（水）

高山右近とその時代 企画展Topics

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

毎月第１月曜日はコレクション展示室
無料の日（12月は1日）

「キリスト・聖母子念持像」 金沢聖霊修道院蔵

「IHS文字秋草蒔絵書見台」 南蛮文化館蔵 大阪府文 「イエズス会紋章入七宝蒔絵螺鈿聖餅箱」
南蛮文化館蔵

「象嵌十字紋俵型鉢」 神戸市立博物館蔵

「聖母像」 本行寺蔵 「聖ペトロ画像」 南蛮文化館蔵


